
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京・港区「友愛会館・大会議室」を本会場にＷｅｂライブ配信で会見。会場にはＮＨＫを始め、日テレなど民放キー

局や朝日新聞社などが参加し 60 分の会見予定が 90 分にも及んだ。また、在日ビルマ労働組合の組合員約３０人も記者

席最後方で見守った。写真は前列左からＪＡＭ・川野副書記長、中井書記長、安河内会長、在日ビルマ労働組合ミンス

イ会長（右側写真も）、同ティンティンウ書記長。後列の在日ミャンマー市民代表者たちはそれぞれの思いを熱く語った。 

ミャンマー軍事クーデターに抗議！ 
ＪＡＭが記者会見開く 

平和と安定は自由と民主主義 

ＪＡＭはミャンマー国軍が２月１日に行っ

た軍事クーデターに対して断固抗議し、２月４

日に東京港区「友愛会館」でＪＡＭと在日ビル

マ市民労働組合（略称ＦＷＵＢＣ）の連名によ

る「ミャンマー軍事クーデターに反対する抗議

声明」（次ページ参照）を発した記者会見を開

いた。 

安河内ＪＡＭ会長は「ＪＡＭとして断固非難

する。10 年に渡るミャンマーの民主化の努力

を、暴力と利権で踏みにじる汚らわしい行為は

全世界の労働者に対する攻撃であると捉え、ミ

ャンマーの全ての市民の皆様との連帯をここ

に誓いたい。ミャンマーの平和と安定は自由と

民主主義の先にしかない。これからミャンマー

で起こることに決して目を逸らさない。これが

市民と命を守ることに繋がると確信している。

分裂ではなく調和であり、暴力ではなく平和で

ある」と強調した。 

在日ビルマ市民労働組合（略称ＦＷＵＢＣ）

のミンスイ会長は「ミャンマーでは労働者の力

がまだまだ足りず発展したいなと思っていたと

ころに軍がやってはいけないことをして、私た

ちはどうしても納得できない。ミャンマー国内

でも国外でもリーダーである拘束されたアウン

サンスーチー氏の健康を心配しながら、釈放の

ために団結して記者会見に臨んだ。目的は５つ

あり（3 ページ目参照）メディアの力を借り国

際社会へも派生してミャンマーを助けて欲し

い」と訴えた。 

＜在日ビルマ市民労働組合（略称ＦＷＵＢＣ＞  代表者ミンスイ 
 組合員は在日ミャンマー人約 120 人。2002 年４月に結成された。結成当初は居酒屋やラーメ
ン店などに勤めているミャンマー人の雇用問題や賃金未払い問題などの相談が多かったが、今
は技能実習生の労働条件問題などもある。 
ＪＡＭは労働組合結成前から支援しており、2014 年からＩＴＵＣミャンマー事務所の要請に応
えて「ミャンマー労働組合活動家養成講座」に９次にわたり講師を派遣した。 
2020 年１月にＪＡＭに正式加盟、所属はＪＡＭ東京千葉・東多摩地協。労働組合法に基づく労
働組合としての認定を東京都労働委員会から受けている。 



 

ミャンマー軍事クーデターに反対する抗議声明 
 

ＪＡＭ会⾧  安河内 賢弘 

ＪＡＭ FWUBC 執行委員⾧ ミンスイ 

 

ミャンマー国軍は２月１日、アウン・サン・スー・チー国家顧問兼外相、ウィン・ミン大

統領ら民主勢力の政府与党、国民民主連盟（NLD）の幹部らを拘束し、一年間の

非常事態を宣言。国軍系テレビで「国家権限を掌握した」と表明するなど、事実上の

軍事クーデターを実行した。ミャンマーでは、テイン・セイン政権発足により、軍政から民

政移管し、およそ 10 年が経過していた。 

私たちＪＡＭは 1999 年の産別発足時、「人間尊重を基本にすること」、「働く者の

諸権利・自由と民主主義が保障されること」、「社会的な不公平のない平等な社会の

建設」を結成理念のなかに謳った。このことからもＪＡＭは、人間尊重と民主主義を踏

みにじるミャンマー国軍の暴挙に対して強く反対するとともに国軍が拘束した人々の早

期の解放と民主的政権への回復を強く求める。 

2021 年２月４日 




